
1 研究背景 

1.1 背景 

 現在，我々は⽇々の⽣活の中で⼤量の資源を消費し，
⼤量の廃棄物を排出している．2017 年に環境省が発表
した⼀般廃棄物処理実態調査結果 1)によると，全国の
ごみ総排出量は 4398 万トンで，2000 年代に⼊って以
降，ごみの総排出量及び 1 ⼈ 1 ⽇当たりのごみ排出量
ともに減少傾向にある．しかし，ごみ処理経費の増加
に加え，最終処分場の残余容量は 17 年連続で減少す
るなど，更なるごみの減量を必要とする課題は多い． 
 このような現状から，循環型社会を⽬指す様々な政
策が実施されてきた．循環型社会の基本原則は廃棄物
の発⽣抑制（リデュース），再使⽤（リユース），再
資源化（リサイクル）であり，３R 原則（Reduce, Reuse, 
Recycle）と呼ばれている．容器包装や家電のリサイク
ル法が進められてきた中で，家庭部⾨においては全国
の⾃治体で家庭ごみの有料化が進展している．これま
で導⼊されてきた⾃治体の多くが中⼩規模であったが，
⼀部の政令指定都市や県庁所在都市などの⼤都市でも
導⼊が進み，2017 年 4 ⽉時点での全国の市町村におけ
る有料化実施率は約 63%2)に達している．家庭ごみの
有料化は経済的インセンティブの活⽤により，ごみ削
減への意識転換を促すものである． 
 リサイクルなどの回収政策や家庭ごみの有料化によ
る効果やその影響に関しての研究は⾏われている．苗
3)は 248 の市町村を実証的に分析し，廃棄物の分別数
が 1%増加するとリサイクル率は 2.1%増加することや，
回収頻度が⽉１回増加することで資源系廃棄物のリサ
イクル率が 9.1%増加することを⽰している.⼭中 2)は
全国の市区町村における家庭ごみ有料化導⼊率やその
減少効果について調査し，有料化における⼿数料によ
ってその減少効果も異なることを⽰している．  
 廃棄物の分野において，家庭部⾨でごみの有料化や
その減少効果に関しての調査は⾏われている．その多
くはその実施率や減少量の議論に留まっており，実際
の家庭内におけるごみの発⽣⾏為や⽣活⾏動までは⼗
分な分析がなされていない．しかしながら，篠⽊ 4)は

宮城県仙台市における 10 年間のごみ問題に対する住
⺠の意識や⾏動の変化を分析し，家庭ごみの減量政策
は住⺠の意識や⽣活に影響を与え，変化させることを
⽰している．ごみの有料化だけではなく，今後の資源
循環型社会の形成を⽬指した資源再利⽤や回収，ごみ
⾃体の減量に関する有効な諸政策を検討する上で，ご
みの発⽣⾏為やその⽣活⾏動などのミクロ部分を明ら
かにしていくことが必要であると考えられる． 

1.2 研究目的 

 家庭ごみの減量を⽬指す諸政策を市町村が検討して
いく上で，実際にいくつかの政策を試験的に実施する
ということは，住⺠へのストレスに加え，多⼤な費⽤
と時間を要するため困難であると考えられる．そこ
で，シミュレーション上で仮想的に社会実験を⾏う⼿
法をとることでこの問題を解決する． 
 本研究の⽬的は，家庭ごみの発⽣と分別を表現する
モデルを構築し，様々なごみの減量シナリオを明らか
にすることである．本研究では，家庭内でのごみの発
⽣及びその重量や組成を決定する内的メカニズムとし
て，⽣活⾏動に着⽬する．特にごみの発⽣を伴うとさ
れる家庭内⾏為に焦点を当て，ごみの発⽣をミクロな
部分から明らかにすることで，各世帯及び市区町村に
おけるごみの減量シナリオを分析する． 
 具体的には，既存の⽣活⾏動や廃棄物の重量・組成
分析調査を活⽤し，多様な⽣活⾏動を表現し各⾏為ご
とにごみが発⽣するごみ発⽣モデルと，発⽣したごみ
の分別を⾏うモデルを構築する．シミュレーションを
通じて，ごみの発⽣⾏動の可視化を⾏うことで家庭内
におけるごみの発⽣・減量シナリオを明らかにし，各
主体での意思決定，各政策の定量的な効果検討を⾏
う． 

2 研究方法 

	 本研究では，多様な生活行動を表現し各行為ごとに

ごみが発生するごみ発生モデルと，発生したごみの分

別を行うごみ分別モデルを構築する．構築にあたり，

既存の生活行動や廃棄物の重量・組成分析調査を活用

する．  
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2.1 研究対象・生活行動利用データ 

	 本研究では，家庭内でのごみの発生を研究対象とす

る．そこで日常的に家庭内で発生する行為全てではな

く，特にごみの発生を伴うと考えられる家庭内行為に

着目する．その際，生活行動に関する参考データとし

てNHK放送文化研究所による 2015年国民生活時間
調査 5)を用いる．この生活時間統計調査は 5年毎に行
われており，国民の１日の生活における各行為の時間

の配分や，余暇時間における活動の状況など，生活実

態を明らかにする基本データとして調査されているも

のである．具体的には，調査対象の性，年齢，職業，

在学状態，都市規模の個人属性集合のもと，行動分類

ごとのデータが存在する． 
	 行動分類をまとめたものを Table 1に示す．全 29分
類の行為分類がなされている．今回はこの中からごみ

の発生を伴うと考えられる行為（以後，ごみ発声行

為）を抜粋しモデル内で表現する．抜粋したごみ発生

行為を Table 1中に赤字で示す．具体的には，”食
事”，”身の回りの用事”，”炊事・掃除・洗濯”，”買い
物”，”家庭雑事”，”新聞”，”雑誌・マンガ・本”，”休
息”である．今回のモデル内では，”食事”及び”炊事”
は１日３食（朝食，昼食，夕食）で区別する．”身の
回りの用事”については，国民生活時間調査の具体例
から，”洗顔”，”入浴”を抜粋し分類する．同様に”家
庭雑事”行為に関しても，具体例よりごみ発生行為で
ある”整理・片付け”行為を抜粋し分類する．”炊事・
掃除・洗濯”行為に関しても，それぞれの発生するご
みの種類が異なるため，モデル中では区別して扱う．

また，この行動分類以外に不定期で行われる”資源回
収”や多種多様なゴミが発生すると考えられる”大掃
除”などの行為を”その他”行為に分類しゴミ発生行為
として導入する．Table 2にごみ発生行為をまとめた
ものを示す．  
 

Table 1: 生活行動分類 

 
 

Table 2:  ごみ発生行為分類 

 

2.2 ゴミ発生行為の発生重量・組成定義  

	 本研究では，ごみ発生行為において発生するごみの

重量及び組成の定義に関して，世田谷区清掃・リサイ

クル部事業課による平成 28 年度世田谷区家庭ごみ組
成分析調査及び計量調査報告書 6)を用いる．この調査

は，家庭から排出されるごみの組成や分別状況，資源

分別回収によって回収されている資源の分別状況と排

出状況，1人 1 日あたりのごみ・資源の排出量を分析
したものである．具体的には，世帯人数，一戸建て・

アパートなどの住居情報，年齢などの個人属性集合の

もと，排出されたごみの全 60分類のごみの組成，可燃
ごみ・不燃ごみ・資源の排出量のデータが存在する． 
	 今回は，資源分別やリサイクルの選択肢があると考

えられる可燃ごみ 26分類，不燃ごみ 16分類，全 42分
類を調査対象として定義する．Table 3に定義するごみ
の分類を示す．世田谷区調査における分類において”調
理くず”と”食べ残し”は同分類とされているが，本研究
ではそれぞれごみの発生元となる行為が異なると想定

し区別して 2分類とした．その際，それぞれの発生重
量や混入率に関しては世田谷区の調査に加え，農林水

産省による第 1回食品ロス削減に向けた検討会資料 7)

を用いて按分する． 
 

Table 3: ごみ詳細分類 

 
 
  また，今回研究対象とする家庭属性分類を Table 4に
示す．a~eの世帯人数・年齢ごと，各２種類の住居種類
が存在し，計 10分類となる． 
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Table 4:  家庭属性分類 

 
 
	 Table 3に記載した細かな組成分類を用いて，家庭内
でのごみ発生行為において発生するごみの組成及び重

量を定義する．下記に例として，Table 4に記載した家
庭属性分類中の 2人世帯・一戸建て属性の炊事行為に
おける新聞（汚れたもの）を算出し定義する流れを説

明する． 
	 新聞（汚れたもの）の種別である可燃ごみの排出源

単位調査結果より，可燃ごみの排出源単位は 220.5 g/人
日である．また可燃ごみの組成分析結果より，可燃ご

み中の新聞（汚れたもの）割合は 0.5 %である．よって，
1人 1日あたりの新聞（汚れたもの）の重量は 1.1025 
g/人日と算出できる．更に 1 日 3 食とした場合，1 回
の炊事行為で発生する新聞（汚れたもの）の重量は，

0.3675 g/人日と算出できる．よって，2人世帯・一戸建
て属性の 1人あたり 1回の炊事行為における新聞（汚
れたもの）の発生量は 0.3675 gと定義する．同様に算
出し，一回の炊事行為において発生するごみの組成と

重量をまとめたものを例として Table 5に示す．  
 

Table 5:  1回の炊事行為で発生するごみ 

 
 

3 モデル 

 本研究では多様な⽣活⾏動を表現し各⾏為ごとにご
みが発⽣するごみ発⽣モデルと，発⽣したごみの分別
を⾏うごみ分別モデルを構築する．なお，本モデルは 
Javaベースで構築された開発環境である SOARS (Spot 
Oriented Agent Role Simulator) 8)を⽤いてモデリングを
⾏う．SOARS はエージェントベースシミュレーション
のフレームワークであり，プログラミングの知識や経
験を必要としないため，誰でも簡単に使⽤することが
できる 9)． 
 

3.1 ごみ発生モデル 

 ごみ発⽣モデルは，世帯各⼈の属性aijごとのごみ発
⽣⾏動bkl（⾏為分類）からごみを発⽣させるモデルで
ある．この属性分類にはTable2.4に⽰すように，家庭
⼈数・年齢・居住種類が含まれている．ごみの発⽣量
には，このように世帯状況や年齢，居住種類などの各
⼈の属性が⼤きく影響することがわかっている10-12)．
前節でNHK放送文化研究所による2015年国民生活時
間調査による生活行動分類から，ゴミ発生行為を抜粋

した．その行為ごとに発生するごみの重量及び組成

を，世田谷区清掃・リサイクル部事業課による平成28
年度世田谷区家庭ごみ組成分析調査及び計量調査報告

書より定義する． 
 属性分類集合Att={ai|i=1,2,...,n_att∈N+}(={1⼈世帯・
若年・⼀⼾建て，1⼈世帯・若年・アパート混在，
… ，4⼈以上世帯・アパート混在})，⾏為分類別集合
Beh={ bj|j=1,2,...,n_beh∈N+}(={⾷事，洗顔,…，休
息})，ごみ分類集合Ger={ gk|k=1,2,...,n_ger∈N+} 
(={新聞(きれいなもの)，新聞(汚れたもの)，...，その
他不燃})とする時，属性分類⾏為別ごみ発⽣量を
Prod(ai,bj,gk)とする．この時，世帯ごみ総量To-
tal(ai,bj,gk)とすると(1)式で算出することができる． 
 
 
 

・・・  (1) 
 

3.2 ごみ分別モデル  

 ごみ分別モデルは，ごみ発⽣モデルによって発⽣し
たごみの中で分別可能であるもの，または資源化でき
るルートが存在しているものを，世⽥⾕区清掃・リサ
イクル部事業課による平成 28 年度世⽥⾕区家庭ごみ
組成分析調査及び計量調査報告書より算出した分別可
能物の分別率 ts 及び世帯各⼈の所有する分別意識αの
値によって分別を⾏うモデルである． 
 リサイクルやリデュース，リユースといった⾏動は
環境制度や市⺠意識などから影響を受ける 13)． これ
まで分別⾏動に与える要因として，ごみや環境問題に
対する意識 14)，規範意識 15)など様々な要因が検討さ
れてきた．本モデルでは，そういった分別⾏動に影響
を与える個⼈属性ごとの変数を分別意識という変数と
して導⼊する．この分別意識によって，家庭内のゴミ
発⽣⾏動によって発⽣した各ごみの分別⽐率を決定す
る．分別意識αは 0〜1 の⼀様乱数で決定される．こ
の数値が 1 に近いほど，分別意識は⾼くなり，基準値
は 0.5 である． 
 まず，前節で⽰した全 42 分類の可燃ごみ及び不燃
ごみ集合 Ger の中で，世⽥⾕区で資源の回収品⽬とし
て指定されている品⽬（以後，分別可能品⽬ xs）と，
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世⽥⾕区の調査報告書に記載されている集団回収や販
売店回収など，現在資源化するルートがある品⽬（以
後，リサイクル可能品⽬ yr）を定義する．具体的な品
⽬をまとめたものを Table 6 に⽰す． 
 

Table 6: 分別可能品目及びリサイクル可能品目 

 
  
 分別可能品⽬集合 X={xs|s=1,2,...,n_x∈N+}(={新聞
（きれいなもの），雑誌・本，… ，ワンウェイびん
（その他の⾊）})，リサイクル可能品⽬集合 Y= {yr| r 
=1,2,...,n_y∈N+}(={折込広告，紙パック，… ，⼩型家
電 })，分別率集合 Ratio={ts|s=1,2,...,n_x∈N+}(={新聞
（きれいなもの）の分別率，雑誌・本の分別率，
… ，ワンウェイびん（その他の⾊）の分別率 })と
し，属性分類別分別率集合を AttRatio(ai,ts)とする時，
分別意識αを{0〜1}の⼀様乱数とすると，個別分別量
Sep(ai,bj,xs,ts)は(2)式で算出することができる． 
 

 
             

・・・  (2) 
 
また，個人資源化量 Rec(ai , bj , yr)は(3)式で算出する
ことができる． 
 

 
・・・  (3) 

 
以上より，ごみ分別モデルにおける世帯ごみ排出量を
Dump(ai,bj,gk,xs,yr,ts)は(4)式で算出することができる． 
 

 

・・・  (4) 
 

4 モデルの妥当性評価 

 今回は，世田谷区家庭ごみ組成分析調査及び計量調
査報告書を用いて，ごみの発生重量や組成を定義した．

そこで，モデルの妥当性評価として世田谷区調査のデ

ータと比較する． 
	 まず，ごみの発生量の妥当性評価を行う．Fig. 1に各
家庭属性のひと月当たりに発生した可燃ごみと不燃ご

み，及びその総量の平均値を棒グラフで示す．折れ線

グラフは，世田谷区調査のデータから算出した値を示

す．この結果より実データとほとんど一致することが

確認できる． 
	  

 
Fig. 1: シミュレーション結果・ゴミ発生量 

 
	 次にごみの組成について妥当性評価を行う．Fig. 2
に各家庭属性のひと月当たりに発生した可燃ごみの平

均割合のシミュレーション結果を示す．Fig. 3には世
田谷区調査のデータから算出した可燃ごみの組成を示

す．この結果より，ほとんどの値が一致することが確

認できる．同様に不燃ごみの組成結果に関して，シミ

ュレーション結果を Fig. 4に，世田谷区調査のデータ
から算出した不燃ごみの組成を Fig. 5に示す．この結
果より，不燃ゴミもほとんどが実データと近似してい

ることが確認できる． 
 

 

Fig. 2: シミュレーション結果・可燃ごみの組成 
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Fig. 3: 世田谷区推計・可燃ごみの組成 

 

 

Fig. 4: シミュレーション結果・不燃ごみの組成 
 

 
Fig. 5: 世田谷区推計・不燃ごみの組成 

 
	 以上の結果より，ごみ発生行為における発生ごみ重

量及び組成の設定及び，本モデルの妥当性が確認でき

る． 

5 シミュレーション実験 

	 ここでは，本研究で構築したモデルの有用性を検討

するためのシミュレーション実験を行う．ごみの減量

を目指す政策をシミュレーションに導入し，シナリオ

を分析することで定量的な効果検討を行う． 

5.1 実験方法 

5.1.1 実験条件 

	 まず，今回のシミュレーション実験で想定する条件

を説明する．今回は仮想世田谷区でのごみ減量政策の

効果検討を行う．モデル内に世帯数 1/1 スケールの世
田谷区を表現し，30日間のごみ発生量をシミュレーシ
ョンする．その際に，まず世田谷区，政策経営部，政

策研究・調査課による平成 27年国勢調査結果（人口等
基本集計）16)を用いて，各世帯属性の割合を設定する．

この調査は，10年ごとに実施されている人口・世帯の
大規模実態調査であり，対象者の人口や年齢，世帯の

種類，家族類型，住居の種類などが含まれている．モ

デル内の世帯人数割合に関しては，世田谷区清掃・リ

サイクル部事業課による平成 27 年 3月発行の世田谷
区一般廃棄物処理基本計画 17)を参考に各世帯人数比を

決定する．また，単身者世帯の住居状況に関しては，

平成 25年住宅・土地統計調査(総務省)18)を参考に決定

する．決定した具体的な各世帯属性数は Table 7 に示
す．なお，世田谷区のデータから世帯や住居状況が不

明な世帯に関しては，全体の平均値をとったごみ発生

量のパラメータで実験を行う． 
 

Table 7: 各世帯属性数（世田谷区 1/1スケール） 

 
 

5.1.2 シナリオ設定 

	 シナリオ設定として，世田谷区にごみの減量政策を

導入した場合を検討する．具体的には，ごみの減量政

策としてコンポストの導入を設定する． 
	 コンポストとは，生ゴミ等の有機ごみを微生物の活

動を利用して分解し，有用な堆肥に変える仕組みであ

る．家庭から出る可燃ごみの大部分を占める生ゴミを

適切に処理し，資源化することができれば大幅にごみ

の削減を図ることができる．今回のシミュレーション

�([8D7
?C@\�
7%�

�([�D>C@\�
0%�

�0���
1%�

3.Y��
16%�

�RZW[2��\�
4%�

'OMG�
1%�

'OMG[EWS�8\�
0%�

��
,@'5[V
IFGW�\�

3%�

��
,@'5
[VIFGW	�\�

1%�

=@�@'5[VIF
GW�\�

2%�

=@�@'5[VIF
GW	�\�

0%�

�5�
4%�

��#6[2��\�
2%�

/"9<�
15%�

6A�;�
7%�

�Y*5�
7%�

QMNRNW�
4%�

%)$ NXF�
0%�

)Y��8$
 NXF�

0%�

6#1�PU
KLMG���

1%�

XJ+�
1%�

=@�@��
,@
PUKLMG5�

7%�

=@�@PUK
LMG5�

2%�

HT5�
1%� &45�

0%�

=@�@�!�
13%�

	����-�[�!:B\�

,53�9%$�:�
5%�

,53�9'(�:�
0%�

1285�9%$�:�
19%	

1285�9'(�:�
2%	

�#�( �#�
12%	

67./-)+9�
�:�
24%	

67./-)+9�
�:�
4%	

67./-)+
9'(�(�:�

6%	

"��
2%	

041�	�
4%	

!�
�
9%	

���"�
8%	

��
2%	

����
1%	

"��
0%	

'(�(���
1%	

�	�����9��&*:�

-64�:&%�;�
3%	

-64�:()	;�
0%	

2396�:&%�;�
16%	 2396�:()	;�

2%	

�$��)!�$�
13%	

78/0.*,:�
�;�
26%	

78/0.*,:�
�;�
4%	

78/0.*,
:()	)�;�

7%	

#��
2%	

152�
�
5%	

"���
9%	

��#�
8%	

��
3%	

����
1%	

#��
0%�

()	)���
1%	

	���� �:��'+;�

��	� �
�

���
����
��� 1100
������ 42000

���
������
��� 92000
������ 92000

���

��� 32000
������ 74000

���

��� 20000
������ 46000

�����

��� 18000
������ 41000

- 167 -



実験ではこのコンポストを世田谷区に導入した場合の

シナリオを分析する． 
	 今回のシナリオでは，コンポストを利用し，資源化

可能な品目を Table 3 に示したごみ詳細分類中の大分
類”生ゴミ”に含まれる”未使用食品”，”調理くず”，”食
べ残し”の３品目とする．コンポストの利用に関しては，
リサイクル可能品目と同様に前述の（3）式を用いて資
源化量を決定する． 
 

5.2 実験結果(コンポスト導入前)  

	 コンポスト導入前のシミュレーション結果を示す．

まず，Table 8にシミュレーションによって発生した各
ごみの重量及びその値から推計した年間のごみ排出量

を示す．Fig. 6にはその組成を円グラフで示す． 
 

Table 8: 実験結果（コンポスト導入前） 

 

 

 
Fig. 6: コンポスト導入前（発生ごみ組成） 

 
	 今回の結果を世田谷区で実際に調査されたデータ 19)

と比較する．しかしながら，世田谷区のデータには家

庭ごみだけではなく，事業系ごみも混入されている．

このように家庭ごみの事業系ごみの混入により，実質

的な家庭ごみ収集量の把握が困難で，家庭ごみの増減

の正確な把握が難しいという問題がある．今回使用す

るデータにも事業系ごみが混入しているので，文献 20)

を参考に 20%の混入を考慮する．また，シミュレーシ
ョン内では小型家電も不燃ごみに含まれる設定だった

が，比較する世田谷区のデータにおいては粗大ゴミに

含まれることも考慮する．Table 9 にその結果を示す． 
 

Table 9: 世田谷区調査との比較 

 
 
	 上記より今回のシミュレーション結果と世田谷区に

よる調査結果はおおよそ近い値であることが確認でき

る．多少の値の差が生じた要因としては，世田谷区の

データはあくまで市区町村が回収した全体ごみの総量

であり，実質的な家庭から出るごみの総量ではないと

いう点が考えられる．事業系のごみが混入していると

いうことは考慮しているが，あくまで推定の割合で行

っているため，差が生じてしまったと考えられる．ま

た，世田谷区の清掃・リサイクル部事業化事業計画担

当へのヒアリングから，この世田谷区のデータは資源

物として回収されているいくつかの品目も一部含まれ

ているということがわかっている．その品目の混入率

が不明であるも，今回のシミュレーション結果と世田

谷区調査のデータ値に多少の差が出てしまった要因の

一つであると考えられる． 
	 分別行動に関しては，Table 8の実験結果が示すよう
に，全体可燃ごみ総量の約 37%が適切に分別・資源化
ルートに排出されている．また，全体不燃ごみ総量に

おいては約 55%が適切に分別・資源化ルートに排出さ
れる結果となった．分別可能品目に関しては，実際の

世田谷区の各リサイクル率を算出し，モデル内でも適

用しているため，ある程度妥当性があると考えられる．

リサイクル可能品目に関しては，今回はあくまで独自

のルートで資源化が可能なものをそれぞれの分別意識

によって分別されているものではあるが，可燃ごみは

資源化総量の約 16%，不燃ごみは資源化総量の約 7%
がリサイクル可能品目である．このことから，個人・

世帯の分別意識によって十分に家庭内からごみとして

排出される重量を減少させることが可能であると考え

られる． 
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5.3 実験結果(コンポスト導入後)  

	 次にコンポスト導入後のシミュレーション結果を示

す．まず，Table 10 にシミュレーションによって発生
した各ごみの重量及びその値から推計した年間のごみ

排出量を示す．Fig. 7にはその組成を円グラフで示す． 
 

Table 10: 実験結果（コンポスト導入後） 

 
 

 

Fig. 7: コンポスト導入後（発生ごみ組成） 
 

	 シミュレーション実験ではコンポストを導入するこ

とで，導入前の総量から約 11%のごみの削減が可能で
あることがわかる．また，コンポストに排出された資

源量は資源化総量の約 20%を占めることから，ごみ減
量施策としては非常に有効な政策であると考えられる．

モデル内では，あくまで世帯の分類意識によってコン

ポストの利用率が決定されており，生ゴミの発生総量

の約 41%が分別された．つまり，実際に市区町村にコ
ンポストを導入する場合には，市民の分別意識を向上

させることで，可燃ごみとして排出された残りも資源

化する道が残されていると言える． 

6 まとめ，考察 

 本研究では，多様な⽣活⾏動を表現し各⾏為ごとに
ごみが発⽣するごみ発⽣モデルと，発⽣したごみの分
別を⾏うごみ分別モデルを構築した．その際，本モデ
ル は  java ベー ス で構 築 され た 開発 環 境で あ る
SOARS(Spot Oriented Agent Role Simulator)を⽤いてモ
デリングを⾏った．今回は，平成 28 年度における世⽥
⾕区のごみ組成・重量調査を⽤いたが，ごみ発⽣量の
各パラメータを最新のものに置き換えることによって，
推定を⾏うことができるモデルとなっている．世帯数
等のパラメータに関しても同様に，これからの世⽥⾕
区の⼈⼝の変動や，世⽥⾕区以外の市区町村でもある
程度の世帯各⼈の属性データさえあれば容易に適応す
ることが可能である．今回のシナリオ分析では，コン
ポストの導⼊事例のみだったが，他のごみの減量を⽬
指した政策の効果検討も可能である．コンポスト政策
のようにこれまで可燃ごみとして排出されていた品⽬
を資源化することは⼤きな減量政策に繋がる．Fig. 8
に，シミュレーション実験において最終的に可燃ごみ
として排出された可燃ごみの組成分析結果を⽰す．コ
ンポストの対象品⽬である⽣ゴミ以外にも，⽊・草類
やその他の容器包装のプラスチック類は全体の約
10%を占めている．また，その他の可燃ごみに⾄って
は全体の約 20%をしめる結果となった． 

 

Fig 8: 廃棄された可燃ごみの組成分析結果 
 

今回使⽤した世⽥⾕区の調査 6)において，その他の
可燃ごみは，ティッシュ，紙おむつ，タバコの吸い殻，
割り箸等が例として挙げられている．この中にも資源
化可能であると考えられる品⽬は含まれている．例え
ば，⾼齢化社会の進む現代において⼤⼈の利⽤も増加
している紙おむつをリサイクルしようとする動き 21)

や，⾷事の際に使い捨てている割り箸をリサイクルす
る動き 22)がある．このように可燃ごみには資源化可能
となる品⽬が混在していることに着⽬することで，よ
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り資源化を進めることができるのではないかと考える．
エージェントベースシミュレーションを⽤いた意義と
しても，今後，各エージェントのごみ発⽣時における
廃棄⽅法の選択等の意思決定を詳細に表現することで，
より現実的なごみ減量施策の効果検討が⾏えるのでは
ないかと考える．また，ある程度の対象市区町村の個
⼈属性データが収集できれば逆推計モデルとしても有
効であると考えられる．  
 前節にも⽰した問題の１つである，事業系ごみの混
⼊により家庭実質的な家庭ごみ収集量の把握が困難で，
家庭ごみの増減の正確な把握が難しいという問題に対

してもこのモデルは有用である．使用した世田谷区の

ごみ組成・重量調査のような世帯ごとのデータを⽤い
てシミュレーションを⾏うことで，実質的な家庭ごみ
の重量や組成推定を⾏うことが可能であり，より精度
の⾼い家庭ごみの増減状況などの把握が実現できると
考えられる．更に⾔えば，今回使⽤した世⽥⾕区の重
量及び組成分析調査のように，個⼈属性ごとのごみ発
⽣のデータを収集することで実質的な市区町村全体の
推計が⾏えるため，市区町村は全体だけでなく個⼈に
着⽬したミクロな部分でのデータ収集や調査を⾏うこ
とが，ごみに関する諸問題を検討していく上で重要で
あると考えられる． 
 
7 今後の課題 

	 本研究では，分別可能品目においては世田谷区の調

査より実際のリサイクル率を導入し，分別行為を表現

した．また，リサイクル可能品目については分別意識

を一様乱数により設定し，その値に応じて分別行為を

表現した．課題として，この分別行為の記述をより現

実的に精度を高める必要がある．そのために，分別行

為における人間の意思決定について，より詳細なモデ

ルの設計・構築が必要である． 
	 今回は，実際に発生したごみのデータから各行為の

発生ごみ量を定義した．今後は，さらに上流である家

庭内流入の部分をモデル内に表現することで，新たな

政策検討に繋がるのではないかと考える．ごみの減量

には，適切な分別で資源化を進めるというルートと，

家庭内に流入してくる部分から抑えるルートの 2つが
あると考える．今後は，後者の家庭内流入部分の抑制

行為についてもモデルに反映することで，さらなる政

策の効果検討が可能になると考える．例えば，今回は

買い物行為において非常に単純なごみの発生量及びフ

ローを定義したが，その際に各エージェントが保有す

るごみ減量化意識等の値から発生するごみの量や品目

に応じて，商品選択等の意思決定を表現することがで

きれば，より日常生活に近いモデルを構築することが

できるのではないかと考える． 
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付録 入力データの1部 

	 ここでは，入力データの一例として，世帯属性 ai : 2
人世帯・一戸建てに対応するごみ発生行為ごとの発生

ごみ重量・組成を記載する．これらのデータは筆者に

より加工されたデータである． 
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